
「暑さ対策」小学校委員会活動支援事業に係る報告書（兼涼くまグランプリ応募用紙） 

学校名 熊谷市立石原小学校  
 

 

１ 活動の概要 

 

保健委員会 ・製氷機で氷を作り、患部を冷やすときに利用した。【写真１】 

・現在の熱中症指数を掲示できる看板を各昇降口に設置し、表示した。【写真２】 

 ・「熱中症キット」のほかに、「熱中症対策セット」を作成・整備した。【写真３】 

計画委員会 ・石原小のホームページで、熱中症予防を呼びかけた。【写真４】 

運動委員会 ・体育館の換気を行った。 

放送委員会 ・休み時間や下校時等に、こまめな水分補給等を呼びかけた。 

         ・下校時に、傘さし登下校をするように呼びかけた。【写真５】 

広報委員会 ・熱中症予防の掲示物を作成し、掲示した。【写真６】 

環境委員会 ・朝、みどりのカーテンの水やりをした。 

         ・水まきや打ち水を行った。 

給食委員会 ・昼の放送時に熱中症予防のために残さず食べることや水分補給を呼びかけた。 

JRC委員会 ・クールスカーフの着用を全校放送で呼びかけた。 

飼育委員会 ・飼育しているウサギの熱中症予防のため、すだれを設置した。【写真７】 

図書委員会 ・図書室の「季節のコーナー」で「こわい本」特集を行った。 

       ・図書室の換気を行った。【写真８】 

２ 活動の様子や

成果、工夫した
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【写真７】                  【写真８】           いしわラッコも傘さし登下校 



※審査基準は「独創性」、「波及・汎用性」、「持続性」、児童・生徒の「主体性」の４つ（工夫して記載して下さい。）。 

【活動の様子や成果】 

１ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、９月から本格的に委員会活動を再開した。

具体的には、全ての委員会活動において、学校生活の様々な場面で熱中症予防を行った

ことで、全校児童の意識が一段と高まり、傘さし登下校や、こまめな水分補給、クール

スカーフの積極的な活用、帽子の着用などが身に付いてきた。 

２ 各委員会では、昨年度に引き続き、６年生を中心に自分たちの委員会でできることを

主体的に考え、実行することができた。 

 

【工夫した点】 

１ 「熱中症予防情報」をはじめ、ポスター掲示、全校放送での啓発等、熱中症予防にか

かわる取組を可能な限り「見える化」し、全校児童の熱中症予防に対する意識を高め、

主体的に行動できるようにした。 

２ 子供たち一人一人が自分で考えて実践できるようにするために、全ての委員会で熱中

症対策に取り組んだ。 

３ 今後の課題 

 

１ 全委員会活動の内容をさらに工夫・充実させ、全校児童の熱中症対策とコロナ対策に

対する意識をさらに高め、主体的に行動できる児童にする。 

２ 地域にも積極的に熱中症予防とコロナ対策を発信できるようにする。 

３ 学校の生活場面だけではなく、家庭や地域での生活でも熱中症予防とコロナ対策が実

践できるようにする。 


